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令和４年９月１日発行 №１８４ 

 

第３３回田瀬湖湖水まつりが７月

３０日(土)３１日(日)の２日間開催

されました。 

まつりは３年ぶりの開催となりま

した。 

「水・空中花火大会」はセレモニ

ー、ステージイベントなどは行われ

ず、出店もありませんでしたが、田

瀬の夜空を華やかに彩りました。他

に「ウオータースポーツ無料体験」

「E ボートレース」「親子釣り体

験」が開催されました。 

田瀬振興センターグラウンドも駐車場に解放

したところ、約２００台の県内外の駐車があ

り、約６００人の方が観賞しました。 

当日は天候に恵まれ、風もなく、

約 3000 発の花火が、次々に打

ち上げられ、夜空に描いた絵画の

ようでした。 

そして田瀬湖の湖面に美しく映し

ていました。 

水・空中花火大会～花火大会特設会場 
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親子釣り体験 ～田瀬釣り公園

～ 

Eボートレース ～東和 B＆G海洋センター 

花巻市と東和町まちむら交流推進協議会主催の川崎市ふれあいサマーキャンプが、7月３０日

（土）から２泊３日で開催され、川崎市の小中学生、１９名の参加がありました。 

３１日（日）田瀬地内において農作業体験がおこなわれました。 

白土、伊藤さんの畑で「ジャガイモの収穫」と「大根苗・白菜苗の植え付け」を体験しまし

た。ほとんどの小中学生は初めての農作業。当日は、朝から気温３０度にもかかわらず夢中にな

って作業をしていました。作業終了の声の後も楽しくて作業をやめない小学生がいて、貴重な体

験をしていったと思います。 

20 組の親子（約 40 人）が鯉つりの体験を行いました。無料で体験でき、おやつのお土産付きでした。 
どの家族も、緑豊かな自然の中で釣りを楽しんでいました。 

ジャガイモほ

りの組と野菜

苗の植え付け

組に分かれて

体験しました 

「すりーめん
ず」優勝！ 
消防団 23-3
の団員と OB
のチームです 

10 人 1 チームで漕ぎ手 8 名、舵取り 1 名、号令手 1 名が乗船して競
い合う競技。8 チームの参加がありました。 
フィリピンからの技能実習生のチームもあり、初参加で準優勝でした。 



 

 

前回「小田代恒真戦死」の記事中、疑問を感じたことは厚楽

で待機のことです。応援に駆け付けた北十佐衛門の軍勢は何

故すぐに田瀬に入らなかったのか、そのため小田代氏基の長

男・恒真は戦死してしまったのです。これには理由があります。当時、花巻から田瀬に来る道

は、猿ヶ石川沿いに来るしかなく、特に東晴山付近は川幅が狭く、厚楽の山道を通るしかあり

ませんでした。この時代、谷内の道は丹内山神社までで、それから先の谷内峠は人馬の通行は

困難でした。 

小田代
こ た し ろ

氏基旧領地・小田代城のこと 

田瀬舘を守った氏基は江刺家の重臣で、北上川の支流・小田代川の最上流、今の江

刺区田原の小田代城(別名清水城)の城主でした。このお城は、国道 397 号と 456 号の

交差点にある小田代バス停より 800ｍ、東の丘陵にあり、中央部を空堀で区切った平山

城で、東西 200ｍ、南北 100ｍの広さでした。小田代城の案内板によれば「この城は、

小田代家 23 代實澄、24 代頼澄、25 代氏澄、26 代氏基によって守られ、後に氏基は南

部領田瀬村に移った」と記されています。当時、江刺家には領内に岩谷堂城のほか 23

の城があり、その一つで、戸数 120 戸、人口 860 人の領地だったようです。豊臣秀吉

の奥羽仕置のとき、領主・江刺重恒の代理として、奥羽仕置軍の大将・奉行・浅野長政

に会うほどの重臣でしたが、主家と共に領地を没収され、重恒に従い南部の家臣とな

り田瀬舘を任されました。慶長 5 年の和賀の兵乱の時には、田瀬方面の守備隊長とし

て高名をあげた、と『深秘抄』（奥南旧指録）に記録があるといわれています。 

なお、城門の扉の板は、後にお城の向かい側丘陵にある興国寺の山門に使われたと

いわれています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異聞 
田瀬の歴史 第９回 

左 ・清水城（小田代城跡）案内板と 
右上・小田代城跡 
右下・興国寺山門、城門扉の板を使用したといわれている 

（R4.8.17 取材） 



田瀬地区の人口 

 

 

6 月１１日に回収された、資源についてお知らせいたします。 

（有）マルサ商会買い取り金額は、15,859 円となりました。詳細は次のとおりです。 

 

 

 

 

別に、花巻市に奨励金の申請をしております。 

次回は、12 月１０日（土）を予定しております。ご協力をお願いいたします。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           
 

 

行政区 
世帯数 

人  数 比 較 

（６月末） 男 女 計 

田瀬第１ ６７ ８１ ９２ １７３ ― 

田瀬第２ ２８ ３３ ３５ ６８ ― 

田瀬第３ ７２ ７５ ８９ １６４ ― 

計 １６７ １８９ ２１６ ４０５ ― 

※花巻市住民登録人口集計表を基に作成しています。 

 

 

８月５日(金)「田瀬のみのりまつり」実行委員会設立総会が開催されま

した。 

今年度のまつりについては、県内外から参加される方もあるので、コロ

ナの感染対策を行い、きのこ・野菜等の販売を中心に開催する方向で決

定されました。今後、コロナ感染状況、きのこの生育状況によっては中

止や変更もありますので、随時お知らせいたします。 

開催日時 １０月２日(日)１０時開会セレモニー（予定） 

開催場所 田瀬振興センター 

 

 

９月の行事予定 

⚫   9月5日（月）午後６時30分～ 

⚫ 各地区 敬老行事  

⚫ 花巻市防災訓練   ９月２５日（日）午前８時３０分～ 

 

１０月の行事予定 

⚫ 田瀬のみのりまつり  １０月２日（日） 

⚫ さわやかウオーキング  １０月３０日（日） 

すべてのお問合わせ先 

田瀬地域コミュニティ会議 事務局電話 ４４－５２８１まで 

（令和４年７月末現在）

zzai ）在） 

●新聞   １４７０㎏ 
●段ボール   810 ㎏ 
●雑誌・雑紙  2510 ㎏ 
●牛乳パック     50 ㎏ 

●スチール缶 110㎏ 
●アルミ缶  350㎏ 

★資源回収ご協力ありがとうございました。 

●1.8ℓ茶びん ５３本 
●1.8ℓ緑びん  8 本 
●ビール大びん 123 本 

     田瀬のみのりまつり ４年ぶり開催予定 

田瀬のみのりまつり実行
委員会設立総会 

※新型コロナウィルス感染状況な

どにより、変更になることがあ

ります。ご了承ください。 

※10 月の予定については、後日

詳しく、お知らせいたします。 


